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1． 看・介護の仕事とは…

・医療モデルより生活モデルを意識したものでなければならない

医療モデルは介助者側が対象者を選んでいる。生活モデルは「一番弱い人を助ける」という意識であり、私たちが選ばれる側となる。

· 持っている機能障害が個性として生きる、今もっているものでいかに生きるかという援助を行う事。そのために出来る事と、出来ないことの見極め（観察・情報収集）が大切。

· 健全な介助であること…健全な介助とは自分達が元気・勇気をもらう仕事。一方的な介助はお互いに負担。

· ケアを流れ作業にさせない

仕事の三原則を意識したケア提供①寝たきりにしない②生活習慣を大切にする③主体性・個性を引き出す→この三原則があり、明確であればケア・指示・命令が出しやすい

2． ケア（食事・排泄・入浴）の導入手順と指導のポイント

食事

前かがみの姿勢。足が床についている。この二点を考慮した食事環境作り

その人に合った椅子、テーブルを製作する。

その方の一日のリズムに合わせて、食べたい時間・場所・人はその人が選ぶもの。

排泄

失禁とは…便器に座り排泄する当たり前の排泄が出来ない。トイレで排泄しない事をいう。

足が床につき、前かがみになり排泄がスムーズに行なえるよう、工夫した介助用具・おむつ交換したかを確認するアリバイチェック表。その人のパターンを知りたいのなら、時間を細かく記載したり、その人のサインを見逃さないケアを行なう。

入浴

前回行った研修が「個浴」で今回もそのお話だった。今まで家で入ってきた浴槽が一番いい。

いつまでたっても裸は見られたくないもの。プライバシーを配慮した脱衣所、風呂場環境を提供するのが大切。入りたいときには入れる環境・勤務体勢作りが大切。職員の介護の満足度を大いに感じられ、相手の反応もいいのが入浴介助。

3． リーダーが目指すケア・リーダーに大切な事

· ケアの三原則を意識し、いろんなサービス提供に対する強い意識を持っていなければならない。繰り返されるケアの意味は何なのか？その人にとって忘れられない一日であり、その日１日一日を一緒に作り上げていくんだという意識で、業務を確立しなければならない。

· 管理者は看護観・介護観・人間観を十分に持ち、それを意識し、しつこく現場スタッフに伝えていく事が大切。何の為に、何の為のケアなのかメッセージを繰り返し伝えていく。しかしその事は現場では負荷となりやすい。しかしその意義を曲げてしまうと中途半端に終ってしまい駄目な職場になる。「一番困っている人を助ける」この意義を曲げないリネンを持つ事。

· 各々のスタッフについて面談を行いスタッフ一人一人の能力や現在いる位置・ケアに対する意識を確認する。

面談のポイント…人間は気付く（観察）心配する（優しさ）考える（どうして？）行なう（実施）という五つのケアにとって大事な成立因子を持っている。その能力がどれだけ豊かなのかアセスメントし、その人の持っている能力を伸ばし、欠けている部分はもう一度マネージメントし、何で挫折しているのか知る。

· リーダーに問われている事は否定・拒否・見下しではなく、判定・決定・推進である。自分のこだわりを持ち公にしていく事。生活もモデルを意識したその方の意思を尊重した判断・命令はだしやすいし、お互いにもプラスとなる。

＜考察＞

今回の研修は「リーダーに必要な技術」という点だったが、半分は「職員として」と言う気持で聞き、半分はリーダーを支え、もし自分がリーダーになったら…という気持で講義を聴いた。そこで自分の仕事に対する考え、意見の大雑把さに気付かされ、自分がこれからしなければならない課題が多々みえ、実のある研修となった。

今までただ業務をこなしていた自分のケアは、サービスを提供する自分側中心であった。相手の今までの生活を継続しあたりまえの生活を行うことの大切さは、頭の中で解ってはいたもののその内容は薄いもので実行する事もなくただ自分の知識として頭の隅に置いていた。日々の業務をこなす事がいっぱいで、その人に合わせたケアは理想だ！と思っていた。日々の業務をただひたすらこなす事は、自分でもやりがいなく、仕事の楽しみもさほどなかった。しかしその人に合わせた、ケア・勤務体勢を工夫すれば、業務をただこなすより楽であり、楽しいという事がわかった。

　介護職として働き三年目。仕事のやりがいを感じた時は、自分に「やりたい事」が出来た時だったり、「久しぶりにトイレでおしっこした」と泣きながらおむつ交換だった方がトイレで排尿した時一緒に喜んだりと、お年寄りから元気・勇気を､もらった時だった。高口さんは「自分を成長させてくれるのはお年寄りだ」と話されていた。本当にその言葉通りで、いかにお年寄りと楽しい時間を過ごし信頼関係を気付いていく事で自分が磨かれていき、お互いにプラスとなる。その事に改めて気付く事が出来、その事を意識したケアを行なうように、今後計画、実施していきたい。

今回の研修で出来た自分の目標は、自分の日々のケアに対する目標を具体的に立て、その事を実践していく為に必要な知識・手順を明確にする。自分が今いる位置の確認。そこで出来る自分の仕事は何なのか見出し実践する。自分も相手も楽しめるような施設・職場の環境作りを行なう。多々あるがひとつひとつ協力し合いながら片付けていきたい。

　又、私は前回の研修で個浴を教わり今回も個浴のお話があった。今まで入ってきた家庭浴槽で入る事により、お年寄りからは笑顔と涙がこぼれ、スタッフも涙・笑顔そしてケアの意味に気付かされる。個浴の意味を充分に理解し、知識をつけ是非導入出来るようにして行きたい。又、排泄面に関しては、当たり前の場所ですること…この事を目標に計画・実行していきたい。

　リーダーに大切な事。それは患者様もスタッフも一緒でそれぞれのアセスメントを行い、その人の能力に合わせたケア・指示・命令を行なうという事だ。自分がしっかりとした意識を持ち仕事に取り組み、その意識を全スタッフが理解し、協力していく事が大事だ。スタッフにも患者様にも「あなたの居場所はきちんとここにある」と感じていただけるような環境を提供出来るように仕事に取り組んでいきたい。またスタッフの連携は必要であり、各々の機能、専門性を意識する他に、どの職種も同じ仕事意識で仕事に取り組むことが大切だ。スタッフ間で顔色を伺いながら仕事をしていたのでは仕事にならない。何に価値を置き、目的・意思を持っているのかお互いに確認しあいながら、業務作成、会議等を繰り広げていく事を学んだ。「自分が楽しまなければ意味がない」この事をローテーション研修で学んだ。今後はしっかりとした目標を持ち、仕事に取り組むように心掛けたい。　















































































